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15 年4 月から支援費制度がスタート

障害福祉サービスの
利用方法が変わります

1
5年
4
月
か
ら
、
陣
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
支
援
費
制
度
に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、「
措
置
」
と
し
て
行
政
が
決
め
て
提
供
さ
れ
て
い
た
障
害
者
(
児
)
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
と
事
業
者
が
「
契
約
」
を
し
て
利
用
す
る
し
く
み
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
陣
害
者
の
意
志
を
尊
重
し
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
申
請
は
、
1
0月
か
ら
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
す
る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
で
、
事
業
者
に
は
「
競
い
合
い
」
が
生
ま
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
費
制
度

Q&A

Q

支
援
賢
制
度
つ
て
何
で
す
か
?

A
障
害
古
が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選

ん
で
契
約
を
結
び
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
川
す
る
制
度
で
す
。
K
は
障
害

者
の
申
請
に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
川
が
適
切
と
認
め
た
場
合

に
、
支
扱
費
を
支
給
し
ま
す
。

■ Si

支
援
費
制
度
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

は
?

a

表
1
の
サ
ー
ビ
ス
が
支
援
費
制

度
へ
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
方
法
で
利
川
で
き
ま

す
。
ま
た
、
精
神
陣
害
青
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
支
援
費
制
度
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

41
支
援
費
制
度
の
利
用
方
法
は
?

&
基
本
的
な
し
く
み
は
、
図
1
の

と
お
り
で
す
。

(
1
)支援
麹
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
場
合
は
、K
に
支
給
の
申
請
を

し
ま
す
。

(
2
)区は
、
申
請
者
の
障
害
状
況
や
介

縵
者
の
状
況
な
ど
か
ら
、
支
扱
費

の
支
給
が
適
切
と
認
め
た
場
介
に

支
給
決
定
を
行
い
、
支
給
の
内
容

や
負
担
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
受

給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

(
3
)受給
者
証
の
交
付
を
受
け
た
利
用

者
は
。
都
の
指
定
の
施
設
や
事
案

者
の
巾
か
ら
選
ん
で
契
約
を
し
ま

す
。

(
4
)
。事
楽
者
や
塘
設
は
、
契
杓
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま

す
。

(
5
)サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

事
業
者
や
施
設
に
利
用
者
負
担
額

を
支
払
い
ま
す
。

(
6
)サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
嘔
業
者
や

施
設
は
、
利
川
者
に
代
わ
っ
て
K
　

に
支
援
費
の
請
求
を
行
い
ま
す
。

(
7
)
Kは請
求
に
基
づ
い
て
、
利
用
者

負
担
額
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

経
費
を
。支
扱
費
と
し
て
參
業
者
。

施
設
に
支
払
い
ま
す
。

8a

申
請
を
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
す
か
?

A
す
で
に
支
援
費
に
移
行
す
る
サ

-
ピ
ス
(
表
1
)
を
利
用
し
て
い

る
方
に
は
。
申
誚
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
方
は
、
福
祉
*
■務
所
(
表
2
)

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

c

利
用
し
た
場
合
、
利
用
者
負
担

額
は
ど
う
な
り
ま
す
か
?

S
利
用
者
負
担
額
は
今
の
制
度
と

大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
国
が
検
討
し
て
い

る
基
準
額
の
範
囲
内
で
区
が
定
め

ま
す
。
簾
本
的
に
は
利
用
者
本
人

ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
収
入
(
所

得
)
に
応
じ
て
負
批
額
を
計
算
し

ま
す
。

a

申
講
は
い
つ
ま
で
に
す
れ
ば
い

い
の
で
す
か
?

a

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
1
6年

3
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
錨
予

期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ピ

ス
は
1
5年
3
月
ま
で
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
急
い
で
手
続
き
を

す
る
必
鮗
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

く
わ
し
く
は
郵
雌

ま
た
は
福
祉

事
務
所
か
ら
の
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
現
在
、
障
害
者
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し

て
い
て
、
申
誚
の
案
内
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
管
帖
の
福
祉
事
務

所
{
表
2
}
'ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

“

介
贋
保
険
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
何
か
手
続
き

は
必
硬
で
す
か
?

&
こ
の
支
扱
費
制
度
は
、
陣
害
者

の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
で
提
供
さ

れ
る
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

表2福祉事務所- 覧

- …… …… … - ・- -……… - -………… - …… - - - -…

お
閨
い
合
わ
せ
は

支
援
費
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と

障
害
福
祉
計
■
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

申
脚
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相
談

各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

▲ ( 仮称) 中央障害セン ター15 年4 月オープン

瀝 戔蓖銘銘懃Z窕1 になるグーど7

豪施毅サ ビスのうち、小哦柵適所攪鏐諷船は支鏖費鷸淒へ移行しません。

また。羈襌幃言S のサ ービ スなど、こ の裹以外のサー・ビ スは支薀氈慶へ移行しません。

ガイド ヘルプサービ ス、全身性介腫人派遭は、支援賢黼廈へ移行 する予定 です

g 戔l l 壥 荵Z)しくj ・

今 号 の 主 な 内 容

2
・
3
一
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
s

4
・
s
■
▽
中
学
生
記
者
が
疑
間
直
雄
!
/
斬
交
遍
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
ー・日
暮
一
・
舎
人
練
/
外
国

人
向
け
無
料
相
一
会

e
・
7
繭
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
一
/
掲
　
　
　
　
　

示
板
/
区
制
7
0
S
年
妃
念
事
s

8一

▽
▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ

ち

情 報 キャ ッチ! !

好きてす。あだち

9月16日～2日
午賄9耨30分/ 午後O冊30分/
午後9耨30分

」

ケーブルTV 足立( 9CH

10月1 日から身体陣害者補助犬法が施
行されます。これに伴い、( 1)国( 2) 地方
公共団体( 3) 公共交通事業者( 4) 商業施
設や飲食店など不特定多数の方が利用す
る施般の管理者は、その管理する施設を
身体障害者が利用する場合、補助犬の同
伴を拒むことができなくなります( ( 4)は15
年10月1 日施行)。
補助犬を同伴して施設を利用する場合

は、厚生労働省令で定める身体障害者裲
助犬である旨の表示をしなければなりま
せん。

※ 補助犬とは ‥

盲導犬・介 助犬・聴導犬

問先= 障言福祉計画係

??3880- 5255

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

9 月11 日

か ら 受 け 付 け

定
期
的
に
健
康
診
断
を

9
月
2
4
日
～
3
0
日
は

結
核
予
防
週
間

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診

断
が
大
切
で
す
。1
年
以
L
綿
核
の

検
診
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
よ
う
。
日
程
等
=
友
―

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

纛七 戈樹燦 坦呈蒹

- 一一… … … - 一験 場 所S 保 健 母 合 セ ン タ
ー

網
膜
色
素
変
性
症

患
者
会
(
虹
の
会
)

「
同
じ
病
気
で
悩
ん
で
い
る
者
同

士
で
励
ま
す
会
を
作
り
た
い
」
と
い

う
呼
び
か
け
に
集
ま
り
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

日
時
-
1
0月
7
日
网

午
後
O
時
匐
分
V
2
時
匐
分

場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
韜

申
'
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
儡

`
‥
一
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

糖
尿
病
予
防
教
室

□
竹
の
塚
保
鯉
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
等
=
2
日
制
▽
9
月
2
5
H
哨

・
:
糖
尿
病
に
つ
い
て
/
糖
取
病
と
噺

同
病
予
防
▽
1
0
月
2
凵
哨
…
食
乍

活
で
糖
尿
病
を
予
防
/
簡
嚊
に
で
き

る
健
康
体
操
/
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
1
時
匐
分
～

3
時
4
0分

申
込
n
電
話

定
員
―

闖
人
(
先
着
噸
)

塲
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
峨
保

健
係

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

□
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
等
1
3
n

制

▽
1
0月
旧
日
哨
:
i

演
『
糖
尿
病
と
は
』
(
川
村
富

美
f
氏
・
丙
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

▽
1
0月
2
1日
弱
・
:講
演
「
冂
の
中
か

ら
考
え
る
糖
尿
病
予
防
・
歯
周
病
と

の
関
係
」
(
濱
Ⅲ
明
'
r氏
・
岬

記
念
総
合
病
院
歯
科
医
師
)
▽
1
0

月
2
8
日
卵
・
:
運
助
に
つ
い
て
(
講

話
・
実
技
)
/
活
動
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
、い
ず
れ
も
畤
問
は
午
後
1
時
匐

分
～
3
畤
匐
分
定
員
=
匐
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

`
″
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

日
時
等
=
2
日
制
9
月
2
0
日
翻
・

1
0
月
1
日
㈹
、い
ず
れ
も
時
間
は
午

前
1
0
時
～
正
午
内
容
=
太
り
に
く

く
す
る
食
事
の
と
り
方
/
食
事
内
容

チ
ェ
ッ
ク
/
体
脂
肪
を
減
ら
す
運
動

定
員
n
2
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

`
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

思
春
期
家
族
講
演
会

日
時
=
9
月
匐
凵
网
午
後
1
時
洳

分
～
3
時
匐
分
対
象
9
思
春
期
の

子
を
も
つ
家
族
・
関
係
者

内
容
=

不
豊
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の

理
解
や
対
応
に
つ
い
て

講
師
=
福

島
絎
美
氏
(
目
白
大
心
理
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
学
科
教
授
)

定
員
=
荀
人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

小
児
マ
ヒ
(
ポ
リ
オ
)

生
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

日
程
等
=
表
2
対
象
=
5
ヵ
月
～

7
歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※

―
・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
9

月
末
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
新
規

対
象
者
以
外
で
予
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
方
は
、
事
前
に
母
子
保
健
係
ま

た
は
保
健
総
介
セ
ン
タ
ー
に
'
r診
票

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
接
種
i

日
は
、
説
明
1
を
良
く
読
ん
で
予
診

累
を
記
入
し
、
母
r
健
康
手
帳
、
体

温
計
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
=
母
子
保
健
係
ま
た
は
。
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表2 秋の小児マヒ(ポリオ)生ワクチン接種日程等

豪干考常東小学校は旧千碍第四小学校 千碍小学校は旧千噂第二小
学校です 豪輿でのご来場はご遠慮< ださい

表3 保健総合センター一覧

食
生
活
講
演
会

日
時
=
9
月
1
7
日
脚
、午
後
1
時
匐

分
～
3
時
匐
分
対
象
=
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
な
ど
生
活
習
慣
病
が
気
に

な
る
方

内
容
=
薄
味
で
も
工
夫
次

第
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
方
法
の

紹
介

講
師
=
新
旧
ヶ
イ
氏
(
料
理

研
究
家
・
栄
養
士
)

定
員
=
6
0人

(先
着
順
)

申
込
l
電
話

場
・

申
・
問
先
l
f
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養

`
″
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

八

〇
二

〇

を

め

ざ
す

歯
周
病
予
防
教
室
(
2
日
割
)

日
時
等
-
1
0
月
H
H
閙
・
:
講
演
会

゛
一
濔
周
病
の
正
体
を
探
る
」
(
奥
田

克
爾
氏
・
東
京
陶
科
大
学
教
授
)
・
1
‥

腔
内
写
輿
搬
影
/
1
0
月
1
8
日
吻
…
体

験
学
習
「歯
磨
き
・
補
助
用
具
の
正

し
い
使
い
方
J
・
口
腔
観
察
な
ど
、

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
1
畤
3
0
分
～

3
畤
匐
分

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
=
匐
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
l
r

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

冊
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

日
時
=
1
0
月～
1
5
年
3
月
の
毎
月
2

回
水
峨
日
、
午
前
1
0
畤
洳
分～
H
畤

丿
分
対
象
=
第
1
'
r
で
1
2
年
1
0

月～
1
3
年
3
月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ

の
母
親
内
容―
親
'
r
で
遊
び
な
が

ら
情
報
交
換
な
ど
定
員
=
親
7
-
4
0

組
(
先
着
順
)

申
込
1

電
話

場
・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

讐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

(乳
)医
療
証
を
発
送
し
ま
す

現
在
お
使
い
の
刄
医
療
証
の
打
効

期
限
は
、1
4年
9
月
匐
日
で
す
。1
0

月
I
H
以
降
は
使
わ
ず
に
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。
新
し
い
医
療
証
は
9
月
2
7

日
ご
ろ
免
送
し
ま
す
。

4
歳
以
上
の
方
で
、
所
得
超
遇
な

ど
に
よ
り
。
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

場
合
は
、
保
钁
者
あ
て
に
資
格
消
滅

通
知
を
送
付
し
ま
す
。
今
同
資
格
が

消
滅
す
る
方
で
、
雛
続
し
て
通
院
す

る
方
は
、1
0月
I
H
以
降
資
格
が
消

滅
し
た
こ
と
を
医
療
機
関
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、1
0
月
I
H
以
降
に
4
歳
に

違
す
る
乳
幼
児
(
1
0
年
1
0
月
2
日
か

ら
H
年
9
月
1
生
ま
れ
)
に
つ
い
て

は
、誕
生
月
の
末
日
(
1
日
生
ま
れ

の
方
は
前
刈
の
末
日
)
の
有
効
期
限

付
き
の
医
療
証
に
な
り
ま
す
。満
4

歳
の
到
達
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、

所
得
制
限
内
の
方
に
医
療
置
を
、超

過
の
力
に
は
資
格
消
滅
通
知
を
送
付

し
ま
す
。申
・
問
先
=
児
童
給
付

係
`
″
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

第
2
回
子
育
て
支
援

研
修
企
画
募
集

グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
考
え
た
N
-

育
て
に
関
す
る
講
演
会
や
学
習
会
な

ど
の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ

れ
た
企
画
に
講
師
派
遣
な
ど
の
研
修

の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
I
K

内

在
住
・
在
勤
の
方
を
中
心
と
し
て
、

す
で
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
(
こ
ど
も
家
庭
支
榎
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
9
録
団

体
/
学
校
P
T
A
/
保
育
園
。
幼
稚

園
の
保
護
者
会
/
住
K
セ
ン
タ
ー
、

町
会
・
自
治
会
)
な
ど
期
限
=
1
0

月
3
1
口
申
込
U
電
話
ま
た
は
、直

接
窓
口
※
企
画
応
募
用
紙
あ
り

問
・
申
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
`
一
一
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

区
立
あ
や
せ
保
育
園

病
後
児
保
育

日
時
等
=
月
曜
～
t
曜
H
、午
前
8

時
匐
分
～
午
後
6
時
匐
分
※
上
曜

H
は
午
後
1
時
ま
で

対
象
0
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
、
K
内
在
住
/

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
保
育

園
な
ど
に
通
っ
て
い
る
1
歳
以
上
就

学
前
ま
で
の
児
童
/
痢
気
の
阿
復
期

の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
で
あ
り
、

か
つ
保
護
考
が
勤
務
の
都
合
上
、家

庭
で
保
育
が
で
き
な
い
定
員
1
4

人
費
用
=
1
日
2
千
劭
円
※
t

曜
日
は
2
千
円

登
録
=
事
前
に
保

育
計
両
係
ま
た
は
各
認
可
公
私
立
保

育
園
に
登
録

申
込
l
あ
や
せ
保
育

園
へ
電
話
で
仮
予
約
を
し
て
か
ら
、

医
師
に
『
病
後
児
保
育
室
利
川
連
絡

票
』
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
縵

両
び
、
あ
や
せ
保
育
劉
へ
電
話
で
利

用
日
・
時
間
を
予
約
す
る

申
先
=

あ
や
せ
保
青
園
病
後
児
保
青
室

`
]
(
5
6
9
7
)
5
4
0
1

問
先
=
保
育
計
両
係

n
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

2・3面 で問い合 わせ先の電 話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

● 申i &7; ; 知申し 込み方贐
存・

徒
● 罵糶・‥ 申し込み攬爾1

● 場・申・場俺 ‥ ・毎所・F
申し込み偉 ・場い龠わせ瓷・

◆ 費屠の㎜ のないもの蜍働斜

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

□
区
民
か
ら
の
手
紙

住
民
基
本
台
恨
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
が
稼
動
す
る
が
、
足
立
区
で

は
ど
の
よ
う
な
安
全
竹
理
を
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
自
治
体
か

ら
の
情
報
漏
れ
は
な
い
か
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

住
ほ
基
本
台
恨
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
住
基
ネ
ッ
ト
)
が
8
月
5
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
区
民
の
方
か
ら

多
く
の
質
問
や
資
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
電
'
r申
請
や
亀

子
自
治
体
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し

て
、
平
成
H
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ご
質
問
の

と
お
り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
の
運
用
に
は

個
人
愉
報
を
守
る
た
め
の
安
全
管
理

が
重
嬰
に
な
り
ま
す
。

こ
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
全

国
統
一
の
法
令
や
安
全
基
準
・
指
針

に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

が
管
理
基
準
を
定
め
て
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。現
在
総
務
省
で
は
、

全
岡
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
緊
急
対
策

な
ど
の
た
め
、
本
郎
の
設
置
や
学
幽

縄
験
者
や
専
門
家
か
ら
な
る
「
住
民

幕
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

連
営
調
査
委
員
会
」
を
般
置
し
ま
し

た

ま
た
全
地
方
公
共
団
体
に
外
郎

監
査
の
実
施
な
ど
、
全
国
的
な
安
全

碕
保
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

足
立
区
で
は
、
情
報
を
扱
う
職
員

か
ら
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
、
厳
し

い
罰
則
(
免
職
・
停
職
な
ど
)
を
は

じ
め
、
独
自
の
運
用
基
準
を
設
け
て

い
ま
す

例
え
ば
、
目
的
外
利
用
や

不
正
ア
ク
セ
ス
の
防
止
の
た
め
、
鵬

が
ア
ク
セ
ス
を
行
つ
た
か
記
録
に
残

る
体
制
に
し
て
い
ま
す

ま
た
、
定
期
的
に
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す

く
わ
し
く
は
、
あ
だ
ち
広
報
9

月
2
5日
号
に
も
掲
載
し
ま
す
7

K
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
、
安
全

対
策
を
進
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
瓏

解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
運
用

し
て
ま
い
り
ま
す

足
立区長
鈴
木
恒
年
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該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童

育
成
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
状
況
に
よ
り
申
請
に
必

薺
な
黔
顛
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
内
容
等
=

表
4

申
・
問
先
H
家
庭
支
援
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

裏4 児童扶養手当・児重育成手当一覧

● それぞれ所得㎜ かあり 驥咳。兎鏖扶費手当では、毋傭がそl n・ 朧曚る児
鹽の父から、その児攤につt 丶て扶費・ るための費用{ 輿胄費} として受け
轍る盍品などについて、そのa) s を所得としま・

● 児皿が児● 皿s 膃腑などに入所している場合l a対象になりません

区
立
保
育
園
パ
ー
ト

職
員
登
録
者
募
集

対
象
=
保
育
幽
の
保
育
、調
理
用

務
業
務
内
容
等
=
欠
員
パ
ー
ト
…

午
前
8
時
匐
分
～
午
後
5
時
1
5
分
の

間
で
6
～
8
時
間
、
沺
円
/
特
例
パ

ー
ト
・
:
午
前
7
時
匐
分
～
1
0
時
お
よ

び
午
後
4
時
～
6
時
匐
分
の
間
で
2
～

4
時
网

詞
円
/
延
艮
保
育
パ
ー

ト
…
午
後
5
時
匐
分
～
7
時
匐
分
、

勁
円

採
用
=
欠
員
が
あ
り
次
第
連

絡

申
込
=
電
話
(
随
時
)

申
・

問
先
=
児
童
調
魅
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

健
康
あ
だ
ち
2
1

「
第
2
9回
足
立
区
民

健
康
ま
つ
り

」

日
時
=
9
月
S
日
出
、午
後
2
時
～

4
時

※
「
健
康
落
釿
」
は
午
後
1

畤
4
5分
開
演

内
容
=
足
立
区
医
師

会
气
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
柔

避
接
骨
師
会
、
助
産
婦
会
の
医
療
五

団
体
の
共
催
に
よ
る
無
料
健
康
相
談
/

各
種
検
診
/
三
蔵
亭
金
時
に
よ
る

「
健
康
落
羂
」

場
所
=
足
立
区
医

師
会
館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

問
先
―
衛
生
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

ま
た
は
足
立
区
医
師
会

`
(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

東
京
都
調
理
師
試
験

願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
足
立
保
健
所
、各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
願
書
受
付
=
1
0
月

I
H～
1
1
日
に
都
庁
へ
郵
送
(
5
人

以
上
の
団
体
の
場
合
は
別
日
程
)

賦
験
日
=
H
月
加
H
O

問
先
=
食

品
保
健
係

`
"
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

敬
老
の
日
は
銭
湯
へ

S
歳
以
t
の
方
は
Ⅲ
円
で
K
内
の

銭
鴻
が
利
用
で
き
ま
す

日
時
=
9

月
1
5日
皹

場
所
=
K
内
の
各
銭
湯

対
象
=
<
s歳
以
上
の
方

申
込
U
当

日
。
番
台
(
フ
ロ
ン
ト
)
で
年
齢
を

告
げ
て
く
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不
贇
)

問
先
―
衛
生
管
理
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

第3 回定例会日程
論 区議 会第3 同 定例 会が鬨 会され

ます( 表5) 本 会議および 委員会は

公鬨 し てい ます な お、 傍聴は、定

員を 超えた 場合は 抽選( 開会予定 の1

時 間 前か ら 整理券を 発行し、; X)分

前に抽選) になります

問先=b( 議会事務局

T?3880- 5995

東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
更
新
交
付
中

(
1
)
1
4
年
9
月
3
0日
ま
で
有
効
の
パ
ス

券
を
持
っ
て
い
る
方
…
如
東
京
バ
ス

協
会
か
ら
シ
ル
パ
ー
パ
ス
更
新
申
込

‘一
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
指
定
の
交
付

日
・
会
場
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
申
込
書
が
届
い
て
い
な
い
方

は
如
東
京
バ
ス
協
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
(
2
)
7
0畿
以
上
で
9
月
3
0

凵
ま
で
有
効
の
パ
ス
券
を
持
っ
て

い
な
い
方
(
紛
失
を
含
む
)
・
:今
回

の
一
斉
更
新
会
場
で
は
パ
ス
券
の
交

付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
1
0月
I
H

以
降
パ
ス
営
業
所
な
ど
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

間
先
―
勍
東
京
パ
ス

協
会

晋
(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

ま
た
は
在
宅
支
援
係

贊
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表5 第3 回定例会日程

崋日 程は予告なく変吏する増合があります。
あ 畸い合わせく ださい

英
国
式
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
u
1
0
月
1
9
日
出
、午
後
1
時
匐

分
～
4
時
場
所
―
旧
千
寿
小
学
校

体
育
館
講
師
=
本
荘
完
氏
(
シ
ッ

ス
ル
ド
ッ
グ
ス
ク
ー
ル
)
定
員
=

印
人
(
抽
選
)
申
込
u
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
癶
電
話
番
号
、
参

加
人
数
丿
朋
犬
の
穐
類
と
年
齢
、
飼

犬
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
明
記
※

当
日
は
犬
を
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ

さ
い
期
限
=
9
月
匐
日
必
着
申

先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛
生
係
〒

a
・
0
0
1
1
中
央
本
町
1
-
5
-

3
`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

動

物

愛

護

ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
バ
ル

動物 愛 護週 間 9月20日～26日

日
時
=
9
月
2
1
日
出
、
午
前

1
1
畤
～
午
後
4
畤
3
0
分
/
9

月
2
2
日
り
午
前
H
時
～
午

後
4
時

場
所
=
ヒ
野
恩
賜

公
園

内
容
0
愛
犬
の
し
つ

け
方
教
室
/
聴
導
犬
・
介
助

犬
の
実
演
な
ど

問
先
=

都
・
健
康
局
環
塊
衛
生
課

豐
(
5
3
2
0
)
4
4
1
2

ま
た
は
区
・
生
活
衛
生
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

ポ イ 捨 て は

やめましょう!

足立篋まちをきれいにする粂恫

飼先 一 亀域活 鋤 支 援慍

k 啻3880- 585&

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題
(
2
)

都
市
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
よ

り
、
子
ど
も
と
地
域
の
か
か
わ
り
合

い
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。あ
る
い
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
生

活
の
中
に
色
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ
出

し
て
い
る
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化

は
、
子
ど
も
に
様
々
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
の
日
常
生
活
に

お
け
る
体
験
や
人
と
の
か
か
わ
り
合

い
の
不
足
は
。
社
会
性
や
思
い
や
り

の
心
を
育
て
に
く
く
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
受
験
に
よ
る

大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
る
子

ど
も
も
お
り
、
こ
れ
ら
は
子
ど
も
の

健
全
な
兄
達
を
さ
ま
た
げ
る
ひ
と
つ

の
原
囚
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
近
年
、
子
ど
も
に

対
す
る
胸
待
が
。
r
ど
も
の
人
権
を

損
な
う
瞰
大
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
足
立
児
童
相
談
所
に
お
い

て
も
、
児
燉
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談

件
数
は
、
1
0年
度
が
2
5件
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
1
3年
度
は
匐
件
に
ま

で
急
増
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
国
で
は
1
2年
1
1月
に
「
児
童
膚

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
を
つ

く
り
、
児
嗷
虐
待
の
早
期
発
見
や
防

止
に
関
す
る
様
々
な
対
策
を
定
め
て

い
ま
す
。

成
長
段
階
に
あ
る
'
rど
も
が
、
家

庭
や
社
会
で
大
人
か
ら
人
権
を
侵
害

さ
れ
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
増
合
で

も
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
'
r
ど
も
の
自
尊
心
を
大
切
に

し
、「
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
持
つ
た

か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
と
し
て
認

め
合
う
こ
と
こ
そ
'
^
ど
も
が
す
こ

や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だち
2
1

ご
存
知
で
す
か

適
正
体
重

太
り
す
ぎ
な
い
、
や
せ
す
ぎ
な
い
た
め

に
、自
分
の
体
重
が
適
正
な
範
囲
内
か
ど
う

か
確
認
し
て
み
ま
し
よ
う

あ
な
た
の
肥
満
度
指
数
は
い
く
つ
で
し

た
か

『
節
目
検
診
』
に
よ
る
と
肥
満
度
指

数
が
2
5以
h
(
肥
満
)
の
割
合
は
、
男
性
の
方
が
多

く
。
女
性
で
は
、
2
0歳
代
の
や
せ
す
ぎ
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
外
食
や
朝
食
欠
食
者
の
多
い
若
者
に

と
っ
て
、
毎
食
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
(
1
)―食
必
ず
食
べ
る
(
2
)間
食
・

夜
食
は
控
え
る
(
3
)単
品
よ
り
、
定
食
を
選
ぶ
(
4
)

野
菜
を
た
く
さ
ん
取
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
健

康
づ
く
り
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整

肥 満 度 指 歓( BMI ) -

体 重( Kg ) ÷ 【 身 長( m) 】S

羞j 11 隹 薑
鳧

£ 廠 驫( m) l ! 差 蝨

選

挙
豆

知
識

投
票
用
紙
の
行
方

皆
さ
ん
が
投
禦
し
た
投
票
用
紙
は

圖
滾
が
終
r
し
た
縵
、
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
'

投
票
川
紙
は
、
公
職
選
挙
法
第
7
1

条
(
投
槊
、
投
票
録
及
び
開
濮
鰍
の

保
存
)
に
よ
り
、
各
区
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
貫

ま
た
は
長
の
任
期
の
間
。
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
開
票
所
に
お

い
て
す
べ
て
の
集
計
が
終
了
し
た

投
票
用
紙
は
、
た
だ
ち
に
保
存
箱

に
梱
包
・
封
印
し
、
議
貫
や
長
の

任
期
が
終
わ
る
ま
で
倉
庫
で
厳
重

に
保
曾
し
ま
す
。
そ
し
て
保
存
期

間
が
遇
ぎ
た
も
の
は
溶
解
処
分
を

し
ま
す
。

投
票
川
紙
は
特
殊
な
加
1
2を
施

し
た
紙
(
ユ
ポ
用
紙
)
を
健
用
し

て
い
る
た
め
、
再
利
用
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は

環
境
保
護
の
た
め
、
花
壇
に
使
う

'
く
い
'
な
ど
に
再
生
利
用
で
き

る
方
法

が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。

‘癶
選
挙
粁
理
委
八
会
》
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中
学
生記

者

が

疑
問
に

直

撃
!

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、あ
だ
ち
一

広
報
の
記
者
と
し
て
取
材
を
担
当
'

し
た
の
は
、栗
島
中
学
校
の
3
年
生
。

叉

・

一

普
段
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
」の
゛

授
業
で
、「
1
0年
後
、
住
ん
で
い
た
一

い
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
課
題
に
取
地

り
組
ん
で
い
ま
す
。

一

編
集
会
議
で
は
、だ
れ
も
が
住
み

や
す
い
と
感
じ
る
ま
ち
と
は
何
か
一

を
考
え
る
な
か
で
、今
回
は
身
体
的
一

に
不
自
由
を
持
っ
た
高
齢
者
に
話
一

を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
な
り

た
。
J

取
材
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
‘

に
入
所
し
て
い
る
方
や
、
自
宅
で
蕃
一
'

ら
す
高
齢
者
に
行
い
、
そ
こ
で
感
貶

一
た
疑
問
に
つ
い
て
、
区
役
所
で
話
を

一
l
き
ま
し
た
。レ
ト

ト

い
U
‘

放 置自 転車

Q
道
路
を
歩
い
て
い
て
、
放
-

自
転
車
を
よ
く
見
″″け
ま
す
。

中
学
生
の
私
た
ち
で
さ
・
尺

と
て
も
邪

魔
だ
と
感
じ
る
の
で
、
高
齢
者
の
万
は

そ
れ
以
上
に
迷
眼
だ
と
愚
じ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
区
の
貎
-
自
転
車
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
な
。

A
交
通
安
全
対
策
課

自
転
呶
は
、
健

康
づ
く
り
に
佼
立
ち
、
堋
境
に
も
僵

し
い
便
利
な
乗
り
物
で
す

し
か
し

一
方

で
は
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
皿
孝
方
が
、
ま
ち

の
迷
康
に
な
っ
て
い
ま
す

放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
区
で
は
駅
周

辺
の
お
お
む
ね
釖
m
以
内
を
自
転
車
放
置
襲

止
区
域
に
指
定
し
、
撤
去
し
て
い
ま
す

撤
去
し
た
自
転
皐
は
紋
l
a

転
車
移
渚
隋

に
麗
び
保
曾
し
て
い
ま
す

ま
ぺ

撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
た
も
の
は
廃
棄
処
分
し
た

り
、リ
サ
イ
ク
ル
活
川
し
た
り
し
て
い
ま
す

昨
年
度
は
、
3
万
2
千
叨
台
を
撤
去
す
る

の
に
、
1
億
4
千
万
円
以
辷
も
の
賢
用
が
掛

か
り
ま
し
た
。
放
置
自
転
車
の
た
め
に
こ
れ

だ
け
の
費
川
が
掛
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

!
t最

近
で
は
撤
去
し
た
自
転
車
の
な
か
に
、

盗
難
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
に

は
必
ず
防
犯
立
録
を
し
て

。
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
か
ぎ
を
I
暄
に
つ
け
る
な
ど
の
盗

難
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

盜
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警

察
へ
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日

以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、
搬

去
科
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
問
先
―
自
転

申
係
`
l
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

感
想

放
纛
自
虹
車
は
通
行
の
邪
魔
に
な
る

た
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
原
囚
で
、
亊
敵

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
i
t
6
し

芍
ま
た
、
撤
去
費
用
の
支
額
を
聞
い
て

驚
き
ま
し
た
知
、
そ
の
お
金
を
も
っ
と
有
効

に
使
え
る
と
い
い
の
に
と
も
思
い
ま
し

た
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
に
は
、
t
自
分

だ
け
」・
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
の
放
-
も
し

な
い
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
『

ま
た
、
盗
麭
さ
れ
た
自
転
車
が
放
置
さ
れ

る
こ
と
も
知
り
』
防
犯
に
石
努
め
な
く
て

ほ
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た

高齢者サービス

Q
ひ
と
り
蕃
ら
し
の
禺
齡
者

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
地
域

で
支
え
て
い
く
仕
綱
み
は
あ
り
ま
す

か
。

A
嘉
一

サ
ー
ピ
ス
ー

足
立
区
に

は
、
「
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

-
ク
」
と
い
う
、
区
独
自
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る

高
命
者
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、「
見
蕗
と

さ
ず
」
『
見
捨
て
ず
』
『
見
逃
さ
ず
』
を
合

言
葉
に
問
題
を
蓼
期
に
発
見
し
、
埼
城
ぐ

る
み
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
″
9亨
と
い
う
も
の
で
す
。

☆
翻
っ
て
い
る
人
を
旱
く
発
見
す
る

(『あ
ん
し
ん
協
力
機
関
』
(
商
店
街
や
銭

爾
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
薬
肘
な
ど
)
を
は
じ

め
地
域
住
民
が
、
日
常
生
活
の
中
で
問
題

を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
を
見
か
け
た
と
き

に
、
卑
門
相
談
協
力
員
(
民
生
委
員
)
や

在
t
介
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
報
連
略
を

し
ま
す

☆
圖
っ
た
と
き
に
相
談
に
の
る

卑
門
相
破
協
力
員
と
地
域
の
支
援
セ
ン

タ
ー
が
巾
心
と
な
っ
て
、
高
希
者
の
相
談

を
受
け
ま
す
。

☆
圜
つ
た
こ
と
に
対
応
す
る

。あ
ん
し
ん
協
力
I員
」
(
地
岐
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
)
が
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢

者
に
対
し
、
「
見
守
り
」
「
声
か
け
」
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
団
体
や
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
、
互
い
を
気
に
掛
け
合
い
、
支

え
あ
え
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
幅
広

い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
の
脇
力
が
必
要
で

す
。

!
t「

尿
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
利

用
し
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
「あ
ん
し
ん
協

力
員
」に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
は
、お

閥
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
問
先
=
在
宅

支
援
係
`
l
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

感
想

地
域
に
住
む
皆
が
、
お
互
い
に
支
え

あ
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
今
回
説
明
を
受
け
た
あ

ん
し
ん
協
刀
員
の
よ
う
に
、
自
分
も
参

加
で
き
る
ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
こ
と

も
知
っ
た
の
で
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

介 護保険

Q
高
齢
者
疑
似
体
験
で
日
常

生
活
に
も
不
自
由
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が
、目

宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
と
き
に
は
、ど
う
し
た
ら
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

A
介
-
保
険
蹶

皆
さ
ん
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て

い
る
方
や
、
墸
哨
介
縵
を
受
け
て
い
る
方

の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
行
っ
た
よ
う
で
す

ね
。そ

う
い
っ
た
介
钁
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、(
1
)申
繭
(
2
)
銅
壷
(
3
)
響

壗
(
4
)
聴
迴
(
5
)
サ
ー
ビ
ス
ト
ー
の
作
成

の
手
順
を
縄
て
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ま
た
。
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
自
宅
に
居
な

が
ら
受
け
ら
れ
る
も
の
と
、
施
設
へ
入
所

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
描
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
お
り
、集
め
ら
れ
た
保
険
料
と
、国
・
鄒
・

区
の
負
栂
金
と
合
わ
せ
て
、
介
蘿
傑
険
の

運
営
に
あ
て
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、原
則
と
し
て
費
用
の
I
割
、

介
掩
保
腴
が
9
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

介
钁
保
険
に
閥
す
る
お
間
い
合
わ
せ

は
、
介
钁
保
険
係
ま
で

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

感
想

入
所
施
設
以
外
に
も
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
な
っ
た
の
で
勉

強
に
な
り
ま
し
た
徒。

こ
れ
か
ら
。
区
は
超
高
齢
社
会
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
が
、
私
た

ち
は
元
気
に
年
を
と
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

4 普段圃けない黼をたくさん閠くことが

できて、楽しかったです

高
齢
者
疑
似
体
験

特
殊
な
眼
臓
や
チ
ョ
ッ
キ
、
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど
の
「
装
着
川
具
に
豪
身
に
つ
け
て
不
自

由
な
状
態
を
つ
く
り
だ
し
、
鴎
歳
く
ら
い
の

高
齢
者
の
身
体
り

心
理
的
食
化
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
を
体
験
で
き
る
も
の

で
す実

際
に
体
験
し
た
と
こ
ろ
、
槻
界
が
ぼ
や

け
た
り

視
野
が
狹
く
て
斯
聞
も
読
み
に
く

く
、
f
の
感
覚
も
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
財
布

か
ら
小
銭
を
取
り
出
す
の
に
も
苫
労
し
ま

し
た
。

小

さ

な

段
差
や
。
障

・
害
物

が
あ

・
る
だ
け
で
、
)

歩
く
の

さ

徒え
大
変

で

・
し
べ

取
材
を
終
え
て

取
材
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皆

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

作
っ
て
い
く
の
に
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
自
分
泰
子
な
考
え
は
捨

て
て
、
垣
濛
4
恵
い
や
る
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

今
回
の
取
材
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▲ 左から、星江梨子さん、伊攤裕子さん、今野

早希さん 栗原葉月さん、纜龠沙織さん

「中学生i 渚 か ● 鼈こ直撃! 」に喬する鳥飼

い合わせは広癰縣まで　眥 海謇l l ! 汨15

新
交
通
シ
ステ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

首
都
高
を
細
え
る

日
暮
里
・
舎
人
線

日
暮
里
・
舎
人
線
で
、
荒
川
区
か

ら
隅
川
川
を
渡
る
と
、
足
立
区
最
初

の
駅

「
足
迦
小
台
駅
」
(
仮
称
)
が
、

荒
川
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
E
に
現
れ
ま

す
。こ

こ
か
ら
次
の
駅
「i

」

(
仮
称
)
ま
で
の
約
1
㎞
は
、
日
暮

里
・
舎
人
線
で
餓
も
景
色
の
良
い
K

問
で
す
。
荒
川
を
渡
り
。
何
と
詐
都

高
速
道
路
の
廴
を
越
え
て
行
き
ま

す
。最
高
点
は
墻
E
か
ら
約
匐
m
で
。

か
な
り
遠
く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
だ
け
商
い
と
こ
ろ
を
走
る

と
、
風
の
影
響
を
受
け
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
る
方
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

嵐
に
よ
る
運
行
状
況
に
つ
い
て
、

日
暮
里
・
舎
人
練
と
同
じ
新
交
通
シ

ス
テ
ム
を
採
用
す
る
「
ゆ
り
か
も
め
」

を
例
に
説
明
し
ま
す
。

「
ゆ
り
か
も
め
」
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
」

速
計
が
、
風
速
S
m
/

秒
以
L
と
な

る
と
き
に
運
転
麗
制
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
転
規
制
に
よ
り
。
運
転

指
令
所
で
は
。
駅
間
に
あ
る
列
呶
は

徐
行
し
て
次
の
駅
ま
で
行
か
せ
、
状

に
入
っ
て
い
る
列
申
は
出
発
を
見
合

わ
せ
る
よ
う
に
指
令
し
ま
す
。
風
速

が
S
m
/

秒
以
下
に
な
る
と
通
常
運

転
に
戻
り
ま
す
。

「
ゆ
り
か
も
め
」
の
最
高
点
は
、レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
E
で
日
粹
唄
・

舎
人
練
の
2
倍
の
地
h
杓
6
0
m
で
す

が
、
昨
年
は
城
に
よ
る
大
き
な
運
行

の
遅
れ
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
先
=
日
暮
岨
・
舎
人
線
推
進

`
(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

区
制
7
0周
年
記
念
事
案

第
5
2回
足
立
区
文
化
祭

日
時
等
=
去
―
・
2

※
★
印
の
あ

る
も
の
は

。
般
参
加
吋
(
髮
事
前
申

し
込
み
)
。
実
費
負
批
あ
り

□
合
同
セ
レ
モ
ニ
ー

日
時
1
9

月
1
5日
剛
、
午
後
2
時

※
茶
席
は
午
後
0
時
洳
分
～
1
時
刃

分

場
所
=
区
役
所
庁
き
ホ
ー
ル

内
容
―
▽
参
加
団
体
鰔
示
・
:
江
戸
友

…
徒↓曲
・
吟

能
・
謡
曲
・

一
y
J
m
E
)

▽
茶
席

…
拏
策
道

ア
ト
リ
ウ
ム

コ
ン
サ
ー
ト

2
7口
吻
、
f

拑

丿

場
所
I
K
役
所
1
階
K

泯
詢
t
-

'i

泪゙
凪
む
齔
が
/

瓦
段
砧
/
f
烏
幻
想

出
演
=
足

立
K
三
曲
協
会

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
1
9

川
S
日
田
、
午
後
6
時
匐

分

場
所
=
竹
の
塚
K
民
ホ
ー
ル

出
演
=
東
京
足
立
少
年
少
女
合
刷

聞
・
渕
江
プ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル

こ
の
欄
の
問
先
―
文
化
振
興
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

表1 屬 示 部 門-

甎 啝 ・・S 羶 曙4 ● 6 ● ・Bg 零 磴5 ● 詞

表2 舞台・大会部門外

国

人

向
け
無
料
相談

会

弁
縵
士
や
医
師
な
ど
の
専
門
家
と

羂
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
、

祖
岡
の
酋
菓
で
相
談
が
で
き
ま
す
。

対
応
言
語
は
8
力
国
語
(
中
国
晒

/
韓
閥
繕
/
英
語
/
タ
ガ
ロ
グ
羂
/

タ
イ
語
/
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
《
パ
キ
ス

タ
ン
》
/
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
/
ス
ペ
イ

ン
紐
)
で
す
。日
時
1
9
川
3
日

Ⅲ
、午
枝
1
時
～
4
畤
場
所
=
区

役
所
1
2胼

内
容
U
ピ
ザ
/
国
際
帖

婚
・
離
婚
/
仕
事
の
ト
ラ
ブ
ル
/
病

気
の
こ
と
な
ど

※
秘
密
を
守
り
ま

す
。
名
前
を
名
乗
ら
ず
に
相
談
も
で

き
ま
す
。
日
本
人
の
国
際
的
な
相
談

も
受
け
ら
れ
ま
す

主
催
―
足
立
区

民
交
流
協
会

申
込
=
当
日
吹
接
会

場
へ

問
先
―
国
際
化
推
進

9
(
3
8
8
0
)
5
1
7
7
　
　
　

・哨
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3
E

メー
ル
=
k
o
k
u
s
a
i
@
c
i
t
y
。
a
d
a

c
h
i
.
t
o
k
y
0
`
』
口

自転車放置
禁止区域

員霾・牛岡駅周辺自丘● 餘● ● 止度域

西新井駅・ 辺自転車放皿禁止区域 小鬢駅・ 辺自転車放皿禁止区域

大師前駅周辺自丘車放皿禁止区域 五反野駅岡辺自転車放I 禁止区峨

北観瀬駅・ 辺自転車放・禁止区峨 梅鳥駅周辺自転車放・ 禁止区峨

綾瀬駅・ 辺自転車放・ 裏止区峨 北千佳駅・ 辺自転章放置禁止区峨

竹ノ塚暇月辺自転車放皿禁止区域 千畦大橋駅目辺自転車放置禁止区域

包讎匡図U 回回0 衂

葦遭B冊月讎～十● 日・薑4日艚日、午● 9驂～午● 6聘
休 塵日一日轜日( 蜀4 日● 日を肆く) ・祝日・第4 日● 日の翌日・年末年飴
牆 去 鶇- 2

徒000
円 豪身分・明 ● 、自転申の忿ぎなどを持参
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあ るものは
9 月11 日

から受け付け

教
育
相
談
と
講
演
会

「学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
」、『
a

葉
が
遅
い
』
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育

上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
救
職
経
験
豊
か
な

相
談
八
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
高
騰
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所竹

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室冊

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

商
浜
分
室豐

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

秦
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
畤
～
乍
後
4
時
匐

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

眥
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

□
教
育
相
談
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時
1
1
0
月
5
日
出
、午
前
1
0
時
～

1
1時
匐
分

内
容
n
z
rど
も
の
成
長

を
見
つ
め
よ
う
、「よ
の
な
か
」科
の

授
業
を
通
し
て

講
師
=
藤
原
和
博

氏
(

『
よ
の
な
か
』
科
創
立
者
)

定
員
=
叨
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
問
先
=
救
育
研
穹
隋

n
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

心
身
障
害
教
育
懇
談
会

日
時
1
9
月
2
7
日
叫
乍
後
2
畤
～

4
時

場
所
=
教
青
研
究
所

※
保

育
あ
り

内
容
=
心
身
陣
宵
学
級
の

紹
介
・
講
演
・
意
見
交
換
な
ど

問

先
U
心
身
障
客
就
学

竹
(
3
8
8
0
)
5
9
7
6

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
お
母
さ
ん
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

」

日
時
=
1
0
月
割
H
～
1
1
月
2
1
日
(
毎

週
木
曜
日
・
全
5
刈
)
、
午
前
1
0畤
～

正
午

※
初
日
の
み
9
時
匐
分

対

象
=
幼
児
(
1
～
4
歳
)
の
い
る
母
親

内
容
=
リ
ズ
ム
体
操
/
お
や
つ
づ
く

り
/
幼
児
の
救
急
講
習
会

定
員
=
1
5

組
(
抽
選
)

費
用
=
2

千
〇
円

(
材
料
費
、保
険
料
)

申
込
=
往
後

ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
電

話
冊
号
と
保
育
希
望
の
有
無
を
明
記

※
保
膏
希
望
の
方
は
、
子
ど
も
の
氏

名
・
年
齢
も
明
記
期
限
0
1
0
月
1
0

U
必
着
場
・
申
・
問
先
U
貪
‥
少
年

セ
ン
タ
ー
〒
m
一
・
〇
8
4
1
酉
新

#
I
-
4
-
一
打

豐
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

1
5年
度
参
加
団
体
募
集

春
と
秋
に
花
壇
の
審
介
を
行
い
、

各
賞
を
決
定
し
表
彰
し
ま
す
。対

象
=
K
内
の
町
入
气
自
治
会
、学
校

な
ど
の
団
体
申
込
=
電
話
期
限

1
9
月
s
日
問
先
=
地
城
活
動
攴

椶
係
n
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
予
も
な
い
Z
」も
、大

人
も
T
ど
も
も
。緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
9
月
`
一
日
出
、午
後
2
時

内
容
=
楽
器
を
作
ろ
う
/
a
あ
そ
ぴ

パ
ー
ト
2

※
幼
児
は
傑
護
者
同
伴

申
込
n
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
u
内
保
木
間
児
童
館

豐
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

消
費
者
講
座

～
知
っ
て
得
す
る

節
約
生
活
の
知
恵
～

日
時
=
1
0
月
8
日
㈹
、午
後
1
時
匐

分
～
3
畤
匐
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

内
容
a
食
費
・
光
然
費
な

ど
の
節
約
方
法

生
命
保
険
の
見
直

し
な
ど

節
約
と
リ
ッ
チ
の
両
立
実

践
術

講
師
=
浦
浜
三
明
氏
(
日
本

経
営
管
理
協
会
研
究
員
)

定
員
=
7
0

人
{
先
着
順
}

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

`
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
民
企
画
講
座

女
性
の
た
め
の
心
理
学
入
門

日
程
等
=
表
1
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性
定
員
=

匐
人
(
抽
選
)
申
込
=
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
q

、
「
区
民
企
画
講
座
受
講
希
望
」

と
明
記
※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以

上
就
学
前
、
定
八
1
5
人
)
。
希
望
者

は
'
r
ど
も
の
氏
“
u
、
年
齢
、
性
別
も

明
記

期
限
=
9
月
2
5日
必
着

企

画
・
運
営
=
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
ヴ

ィ
ー
ア
イ
ム

場
・
申
・
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
a
'
0
8
5
1

梅
Ⅲ
7
1
3
3
-
1

`
一
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

空
襲
と
銃
後
の
暮
ら
し
展

第
2
回
プ
チ
展
示

日
時
0
9
月
匐
日
卯
ま
で
、
午
前
1
0

時～
午
後
4
畤
(
上
日
・
祝
日
も
開

館
)
内
容
=
空
襲
の
恐
怖
や
戦
時

中
の
困
窮
生
活
の
様
子
を
探
る
展
示

場
・
問
先―
伊
興
遺
跡
公
園
展
示
館
　
　
　
`
“

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

男
女
共
同
参
画
社
会～

基
調
講
演
と
意
見
交
換
会

男
女
共
同
参
両
懇
話
会
で
は
、
男

女
共
同
参
両
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
「
(
仮
称
)
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
を

検
討
す
る
た
め
、
討
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
討
議
の
中
間

の
ま
と
め
を
報
告
し
、
広
く
K
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
す

る
た
め
。
基
調
講
演
と
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
時
等
=
9
月

2
7
日
吻
・
午
後
6
畤
匐
分～
9
時
・
:

基
調
講
演
(
橋
本
ヒ
ロ
f
氏
・
十
文

字
学
爾
女
子
大
学
教
授
)
/
9
月
2
8

日
田
・
午
後
2
時～
4
時
匐
分
…
基

調
講
演
(
中
下
裕
f
氏
・
弁
護
士
)

申
込
=
*
n日
直
接
会
場
へ

※
保
青

あ
り
(
6
ヵ
月
以
t
就
学
前
)

保

育
申
込
=
電
話
。
期
限
は
9
月
1
9日

資
料
配
付
と
意
見
募
集
=
資
料
と
意

見
を
書
く
用
紙
を
9
月
1
7日
か
ら
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
配
付
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

意
見
募
集
期
限
=
▽
第
1
次

…
9
月
冽
日

▽
触
終
…
1
0月
7
日

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
介
セ
ン
タ
ー

9
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

氛1 女性のための心理学入門

※ いずれも火糶日、午後6・曹45分～8・駟S5分
ヴィ・アイム= 女性総合センターの自主学習グループ

6・7面で問い合わせ先の電話

攤号がないものは区役所代表へ

83880- 5111( 代)

凡例

● 申 込 ‥ ・ 申 し 儡 み 方 論 グ1

●
㎜

・ ・4 申 し 込 み
㎜l l

徒1

● ● ・ 申 ・ ● 鬼 ‥ ・
㎜11

申 し 込i 偉 ・ 皐 堵 わ 輦
湎

● 貪 羶 ● ㎜e 鄒
、吻 ● 餘
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区
制
7
0周
年
記
念
事
業

五
色
桜
大
橋
命
名
祝
賀
式
典

首
都
高
速
道
路
王
子
線
の
荒
川
に

架
か
る
2
階
層
ア
ー
チ
橋
の
名
称

が
、K
の
要
望
ど
お
り

「五
色
桜
大

橋
」(ご
し
き
ざ
く
ら
お
お
は
し
)
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

祝
賀
式
典
を
閧
催
し
ま
す
。
※
橘
の

渡
初
め
は
、1
0月
5
日
出
、
午
後
2

時
か
ら
五
色
桜
大
橋
(
江
北
～
宮
城
)

で
行
わ
れ
ま
す
が

。般
参
加
は
で
き

ま
せ
ん

□
橋
名
由
来
表
示
板
除
幕
式
・
五
色

桜
植
樹
式

日
畤
-
1
0月
5
日
出
、
午
後
3
畤
譱

分

場
所
=
宮
城
ゆ
う
ゆ
う
公
園
(
{
c
S
;
}

問
先
=
計
両
調
整

踝
計
両

`
“
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

あ
だ
ち
再
生
館
5
周
年

記
念
事
業

『
限
り
あ
る

資
源
を
大
切
に
』

日
時
=
9
月
2
7
日
吻
、午
前
1
0
畤
～

午
後
3
畤

場
所
=
区
役
所
正
面
広

場
・
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
修

理
火
演
(
自
転
水
や
家
只
、
傘
、
お

も
ち
ゃ
な
ど
)
/
着
物
の
リ
フ
ォ
ー

ム
作
品
人
気
投
棄
/
販
売
(
廃
油
石

鹸
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
)

▽
抽
選
コ
ー
ナ
ー・
:粗
大
ご
み
か
ら

出
た
肖
活
用
可
能
な
自
転
車
や
小
物

家
只
を
無
料
で
差
し
E
げ
ま
す
。
抽

選
時
間
は
午
後
2
時
で
す
。
※
運

搬
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

`
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

第
2
回
　あ
だ
ち

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
9
月
2
2日
H
、9
畤
洳
分

鳩
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
/
伝
承
あ
そ
び
/
作

っ
て
遊
ぼ
う
/
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
/
あ

だ
っ
ち
ボ
ー
ル
・
大
な
わ
と
び
大
会
/

検
擬
店
/
バ
ザ
ー
ほ
か

問
先
=
4

少
年
セ
ン
タ
ー

`
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

く
ら
し
の
情
報

' 定員に先着順`
とあるも のは
9 月11 日

から受け付け

『
(
仮
称
)
光
の
祭
典
』

名
称
募
集

夏
の
花
火
大
会
に
対
す
る
冬
の
風

物
蒔
と
し
て
、区
制
7
0
周
年
を
記
念

し
、毎
年
の
恒
例
事
業
と
し
て
、イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん

や
来
場
し
た
方
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
両
し
て
い
ま
す
。期

間
=
1
2
月
中
句
～
1
2
月
2
5
H
(
予

定
)
場
所
=
元
渕
江
公
園
(
メ
イ

ン
会
場
)
～
竹
ノ
塚
駅
東
口

□
名
称
募
集

新
し
い
冬
の
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い

名
称
を
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
ま
す
。
名
称
と
選
ん
だ
理
由
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
(
3
f
円

相
当
)
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
H

ハ
ガ
キ

ーフ
ァ
ク
ス
ま
た
は
観
光
協

会
窓
口
に
あ
る
応
募
川
紙
に
、
提
案

名
称
、
興
山
、
住
所
、
氏
れ
。
電
話

番
号
を
明
記

※
1
通
に
つ
き
1
案

(枚
数
応
募
可
)

期
限
U
9
月
S

日
必
着

申
・
問
先
―
観
光
協
会

(経
済
観
光
課
内
)

〒
闥
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

`
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

匝
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

年金の手続きをお忘れなく
将来、年金を減額されたり、受けられないことにならないために

表2 に該i する 方は届け出 をし ましょ う なお、4月から、第3 り被

保険 者関係の届け出が、配偶 者の勤務する 事業所の事業 主を経由して

提出する方法に変わり ました また、 加入や転入など の届け出には、

基礎年金番吁の記入・確認が必 要です 必ず、年 金手帳または基礎年

金番 吁通知書をお持ちくだ さい 申 先= 国民年 金課または 各K 民事

務所 問先= 国民年金髪適用係??3880- 5843

表2 手続きが必要な事例一覧表
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学
校
希
望
選
択
票
と

就
学
時
健
康
診
断
受
診

通
知
書
の
送
付

来
年
度
、
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
学

校
選
択
の
た
め
の
希
望
選
択
禀
を
郵

送
し
ま
す
。
小
学
校
は
1
0
月
8
日
ご

ろ
、
中
学
校
は
1
0
月
1
日
ご
ろ
発
送

の
干
定
で
す
。
希
望
選
択
票
が
届
き

ま
し
た
ら
、
入
学
希
望
の
学
校
名
を

記
入
し
て
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
場
所
・
方
法

0
▽
小
学
校
入
学
…
教
育
委
貫
会

へ
、同
封
の
封
筒
に
よ
り
郵
送
ま
た

は
持
夢
(
土
H
除
く
)
▽
中
学
校

入
学
…
在
学
の
区
立
小
学
校
へ
提
出

▽
区
立
小
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い

方
・
:
教
育
委
八
会
へ
、阿
封
の
封
筒

で
郵
送
ま
た
は
持
参
(
上
日
除
く
)
　

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
つ
い

て
は
、1
0
～
H
月
に
就
学
時
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

入
学
を
希
望
す
る
学
校
で
受
診
す
る

よ
う
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
受
診
通

知
1
も
1
0月
E
句
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
同
封
の

案
内
ま
た
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
就
学
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

外
国
人
学
校
の
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

学
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

補
助
金
(
1
4
年
度
前
期
《
4
月
～
9

月
》
)
を
支
給
し
ま
す
。申
込
=

▽
区
内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る

外
国
籍
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

钁
者
・
-
・
学
校
か
ら
の
栴
示
に
従
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
K
外

の
外
岡
人
学
校
に
在
籍
す
る
外
閥
籍

を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
…

私
学
振
興
担
当
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

※
在
篇
証
明
書
(
所
定
の
も

の
)
、
保
繽
者
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑
を
持
参

申
・
問
先
=
私
学
振
興

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
。
退
職
考
医
療
制
度
に
該
当
す
る

と
、
病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担

金
が
表
3
の
と
お
り
安
く
な
り
ま

す
。

※
秘
医
療
証
を
持
っ
て
い
る

方
で
も
、
該
当
す
る
場
合
は
切
り
替

え
の
手
続
き
が
必
要
で
す

対
象
=

―
:
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国

民
年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る

老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
方
で
、
乍
金
加
入
期
間
が
匐
年
以
t

ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0年
以
上
あ
り

そ
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
/
(
2
)
:
(
1
)

と
同
様
に
加
入
し
受
給
権
は
あ

る
が
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択
し

受
給
し
て
い
る
方
/
(
3
)
・・・
(
1
)
(
2
)

の
扶

養
家
族
の
方

※
(
1
)
(
2
)
(
3
)

と
も
老
人

保
健
法
鼓
肖
者
は
除
く

申
込
9
年

金
証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の
証
1

で
被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も

の
)
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
証
を
窓

口
に
持
夢

※
年
金
証
廛
が
届
い
て

か
ら
、
1
4
H以
内
に
f
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

申
先
n
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
資
格
賦
課
係

問
先
=
国
民

健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

喪3 自己負担の割合

※保険料は変わりません。なお、15年
4 月から法律改正により退職者本人
・扶貴官隻も一般加入者と同じ3 割
負担になります

納
税
の
相
談
は

お
早
め
に

第
2
期
の
特
別
K
民
税
・
都
民
税

の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
期
限

後
は
、
高
串
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ

っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合
や
、
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
叭
め
に
相
鹸
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課
納

税
第

ご

第
二

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
～
7

。生

垣

づ

く

り

を

応

援

し

ま

す

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
幅
員
4
m
以
k
の
道
路
に
面
す

る
簡
所
で
生
垣
や
植
樹
帯
を
整
備
さ

れ
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤

去
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
も
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
(
表
4
)
。
工
事

的
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

表4 助成金の交付額都
市
計
画
を
告
示
し

ま
し
た

次
の
都
市
計
両
の
変
更
を
行
い
ま

し
た
。

▽
朿
京
都
巾
計
両
緑
地
の

変
更
(
足
立
K
決
定
)
[
第
吩
号
桑

袋
緑
地

区
域
―
花
畑
八
丁
目
地

内

告
示
日
=
8
月
8
日

縦
覧
場

所
・
問
先
=
都
市
計
肉
調
整

`
″
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

地
区
計
画
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

次
の
地
K
計
両
の
原
案
を
縦
覧
し

ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
方
は
'

長
に
対
し
て
意
見
魯

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
正
沼
田
南
地
区
地
区
計
画
区
域

=
江
北
三
～
五
丁
目
各
地
内

□
環
状
7
号
線
D
地
区
沿
道
地
区
計

面
の
変
更
区
域
=
新
田
『
二
r

目
、
鹿
浜
一
～
四
r
凵
、
堀
之
内
一

r
口
、
椿
べ

二
F
目
、
江
北
弌

瓦
～
t
T
目
各
地
内

□
西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
地
区
計

画
区
域
=
西
新
井
栄
町
『
一
F

月
。
関
原
三
r
目
、
梅
Ⅲ
五
～
八
F

日
各
地
内

□
高
野
地
区
地
区
計
一
の
霞
更

区

域
=
江
北
一
r
日
お
よ
び
扇
‘
F
n

各
地
内

□
息
根
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
変

更
区
域
=
島
根
一
一
～
四
丁
目
、
栗

原

气
一
‘丁
目
各
地
内

□
花
畑
北
部
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
―
花
畑
一
、
气

六
、
七
丁
日

お
よ
び
南
花
畑
五
丁
目
各
地
内

□
六
町
地
区
地
区
計
画
の
変
更
区

域
=
六
町
一
～
四
丁
目
、
西
加
平

气
一
一
T
目
、
南
花
畑
一
、
二
丁

目
、
柬
保
木
間
一
T
a

、
保
塚
町
お

よ
び

‘
ツ
家
二
r
目
各
地
内

-

い
ず
れ
も
卜

縦
覧
期
間
=
9
月
1
1
日
～
2
4
日
竃

見
書
提
出
期
間
=
9
月
1
1
日
～
1
0
月

1
日

縦
覧
場
所
・
提
出
先
=
都
市

計
肉
調
整

`
一
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

「
N
P
O

相
談
」

始
ま
り
ま
す

区
内
に
事
務
所
が
あ
る
N
P
o
法

人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
N
P
o
法
人
の

設
立
や
運
営
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
日
時
=
毎
月
第
1
・
3
水

曜
日
(
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
)
、

午
後
2
時～
4
時
(
原
則
と
し
て
、

1
人
I
回
1
時
間
)

申
込
=
相
談

日
前
週
の
水
畷
日
ま
で
に
電
話

場
・
問
先
n
N
P
o

活
動
支
援

贄
(
3
8
8
0
)
5
1
7
8

防
災
協
力
井
戸
の
募
集

大
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
生
活
用

水
確
保
の
た
め
、
防
災
協
力
井
戸
と

し
て
2
1
0件の
方
が
登
録
を
し
て
い
ま

す
。
を
録
さ
れ
た
井
戸
に
つ
い
て

は
、
年
1
回
衛
生
献
験
所
で
水
質
検

査
を
行
い
ま
す

井
戸
を
持
っ
て
い

る
方
は

防
災
協
力
井
戸
と
し
て
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

水
質
調

査
日
程
1
9
月
1
8・
匐
日
、
1
0月
2

・
7
・
1
6・
2
3・
S
日
(
新
規
分
を

含
む
)

問
先
―
災
害
対
策
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご
協
力
を

1
0月
―
叺

国
や
都
の
雇
用
'
失

業
対
策
の
重
要
な
指
標
と
な
る
、
就

業
楠
造
基
本
調
査
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
9
月
中
旬
か
ら
調
査
缸

が
対
象
世
帯
へ
、
調
査
票
の
作
成
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
統
計
係

n
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

検
察
審
査
会
制
度

「
不
起
訴
に
は
1
1人
の

審
査
の
目
」

交
通
事
故
や
詐
欺
・
傷
害
な
ど
の

事
件
に
遭
い
、
「
加
害
者
を
告
訴
し

た
け
れ
ど
、
検
察
冐
が
餓
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
た
不
満
を
持

つ
方
の
た
め
に
、
検
察
審
査
会
制
度

が
あ
り
ま
す
。
検
察
審
査
会
は
、
選

挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ぱ
れ
た
1
1人
の
検
来
審
査
員
が

事
件
の
記
録
を
贋
べ
た
り
、
証
人
を

呼
ん
で
聞
く
な
4

検
察
官
が
事
作

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の
善

し
あ
し
を
一
般
国
民
の
視
点
で
審
査

し
ま
す
。
審
査
の
帖
果
、
「
さ
ら
に

詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
(
不
起

訴
不
当
)」
や「
起
訴
を
す
べ
き
で
あ

る
(
起
訴
相
当
)
」
と
い
う
議
決
に

遼
す
れ
ば
、
検
察
官
は
こ
の
議
決
を

参
考
に
事
件
を
再
検
肘
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
起
訴
を
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
と
の
帖
齢
に
述
し
た
と
き
は
、

起
訴
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
鼓
く
だ
さ
い
。
問
先

=
東
京
第
丁
第
二
検
察
審
在
会
事

務
局
`
‥
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

ま
た
は
選
挙
竹
理
委
員
会
事
務
局

`
″
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

め
ざせ
子
ども
一
茶

※
『
俳
句
の
ひ
ろ
ぱ

゛
』
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

べ
ん
き
ょ
う
が

に
が
て
な
ま
ま
で

し
ん
が
っ
き

保
木
間
小
学
校

三
年

う
え
の
ひ
ろ
と

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
百
本
あ
っ
て
も
お
こ
`
て
る

西
新
井
第
二
小
学
校

四
年

伊
藤

祐
稀

一
セ
ミ
た
ち
は

夏
が
終
わ
る
と

星
に
な
る

蒲
原
中
学
校

一
年

渋
谷

将
太

《
評
‥
e
の
つ
い
た
句
》

セ
ミ
は
命
が
尽
き
る
と
地
上
に
落
ち
て
朽
ち
て
い
く

し
か
し
、
セ
ミ
の

魂
は
空
に
の
ぼ
っ
て
星
に
な
る
の
だ
と
と
ら
え
た
詩
的
感
覚
が
良
か
っ
た

中
学
生
は
こ
の
よ
う
な
感
覚
を
も
、
み
が
い
て
飲
し
い

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

お支払いは便利な
口座振替で

特別 区民税都民税・国民 健康保

険料・介護保険料のお 支払い は、

便利で安心な口座 振替をごi 蝿

く ださ1,丶。
四

縢収納菅理佩/ 介謨保険課保険料係

掲

示
板

□
身
体
陣
害
者
を
対
象
と
す
る
東
京

都
敏
員
Ⅲ
類
(

事
務
)

採
用
選
考

対
象―
昭
和
5
0
年
4
月
2
日～
6
0
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
期
限
=
▽

郵
送
・
・
・
9
月
2
7
日
消
印
有
効
▽
持

参
・
:
1
0
月
I
H
第
一
次
週
考
日
=

1
0
月
s
日
回
申
・
問
先
u
一
・
人

事
委
員
会
事
務
‥衂
献
験
課

豐
(
5
3
2
0
)
6
9
5
2

冽
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

`
″
(
5
7
8
3
)
2
6
0
0

ホ
ー
ム
ベ
ー
シ
=
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
s
a
i
y
o
u
.

ヨ
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

□
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
(

若
年
者
対

象
)

日
時
=
9
月
匐
日
网
午
後
2
畤
～

4
時
場
所
u
足
立
公
共
職
業
安
定

所
別
館
2
階
対
象
1
1
5
歳
～
お
お

む
ね
匐
歳
位
ま
で
の
方

内
容
―
職

業
選
択
方
法
、
面
接
技
法
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど

定
員
=
a
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

足
立
公
共
廠
裏
安
定
所
事
業
所
第
一
一

郎
門

豐
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
父
母
の
会
バ
ザ
ー

日
時
1
9
月
舘
日
韓
、
午
前
1
0時
～

午
後
2
時

場
所
u
竹
の
塚
障
害
福

祉
館

※
品
物
(
日
卅
雑
貨

タ
オ

ル
、
食
器
、
文
具
な
ど
)
の
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す

雨
天
決
行
1
1模
擬

店
多
数
あ
り

問
先
―
足
立
区
肢
体

不
自
由
児
者
父
母
の
会

高
橋

`
-
(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

咆
成
年
後
見
無
料
相
破
会

日
時
1
9
月
2
1
日
出
、午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
鳩
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
定
員
=
s
人
申
込
=
電
話

申
込
期
間
=
9
月
1
0
日
～
匐
日
(
土

H
を
除
く
)

申
・
問
先
=
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
L
卜
東
京
攴
郎

`
″
(
3
3
5
3
)
8
1
9
1
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お
も
い
や
り
人
に
車
に
こ
の
街
に

秋
の
足
立
区
交
通
安
全
連
動

9

月
2
1
日
～
9

月
3
0
日

広
げ
よ
う
!

交
通
安
全
の
輪

歓
酒
遭
麗
の
罰
則
が
、

強
化
さ
れ
て
い
る
よ
。

ひ
と
口
で
も
置
九
だ

ら
、
車
の
麗
転
は
止
め

ま
し
よ
う
1

今回の運動の重点は次の4 点です

( 1)高齢者の交通事故防止
( 2)二軸車・自転車の交遭事故防止
( 3)シートベルトと
チャイルドシートの着用の撒底

( 4) S遇運転の追放

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
歩

行
者
・
運
転
者
と
も
に
交
通
ル
ー
ル
ー

マ
ナ
ー
を
守
り
、
お
互
い
に
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
人
切
で
す
。
恋
惨
な
交
通
事
故

を
1
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
の
輪
を
家
庭
・
学
校
・
職
増
・

地
域
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
問
先
1
交
通
安
全
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

交通安全連動の行事

問先= 千住警桑署7T3879- 0110

問先= 西新 井警察署??3852- 0110

問先= 綾瀬警察署??3620- 0110

問先= 竹の琿警察署??3850- 0110

屋
外
広
告
物
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

区
で
は
、法
律
や
都
の
条
例
に
迎

反
し
た
立
て
冊
板
や
は
り
紙
な
ど
、

違
反
屋
外
広
告
物
の
自
E
撤
去
指
導

や
除
去
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
な
く
す
た
め
、
広
告
E
や
M
外

広
告
業
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
屋
外
広
告
物

を
掲
出
す
る
に
は
、L
空
を
含
む
道

路
で
は
逝
路
法
L
の
退
路
占
用
の
許

可
と
、
道
略
交
通
法
E
の
逆
路
使
用

の
許
可
(
所
轄
警
察
署
)
が
必
要
で

す
。
亊
前
に
相
鮫
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
占
川
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

A- Fest a
2002

チャップンと
祝 お う

区 制 70周年

□
鹿
浜
・
舎
人
地
区
の
み
な
さ
ん
へ
　

K
民
ま
つ
り
が
圖
催
さ
れ
る
1
0
月

1
2
日
出
、1
3
日
n
に
、鹿
浜
・
舎
人

そ
れ
ぞ
れ
の
地
峨
学
習
セ
ン
タ
ー
か

ら
区
民
ま
つ
り
会
鳩
(
荒
川
河
川
敷
・

虹
の
広
場
)
ま
で
杓
匐
分
間
隔
で
無

料
直
通
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
。お
誘

い
合
わ
せ
の
t
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
荒
川
ク
ル
ー
徒ジ
ン
ク
に
ご
招
待

荒
川
を
水
E
バ
ス
に
乗
っ
て
体
験

す
る
「
荒
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
を
行

い
ま
す
。さ
わ
や
か
な
秋
空
の
ド
で
、

水
L
か
ら
の
荒
川
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

◇
1
0月
1
2日
出

▽
A
コ
ー
ス
・
:午

前
H
時
1
5分
筒

シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー

ズ
(
約
匐
分
)

▽
B
コ
ー
ス
・
:午
後
1
2

時
4
5分
発
、
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

(杓
匐
分
)

▽
c
コ
ー
ス
…
午
後
I

畤
4
5分
発
、ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
(
約
2

時
間
)

◇
1
0月
1
3日
日

▽
D
コ
ー
ス
ー
:午

前
1
0畤
4
5分
气

シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー

ズ
(
杓
洳
分
)

▽
E
コ
ー
ス
E
午
前
H

時
4
5分
梵
、
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

(杓
匐
分
)

▽
F
コ
ー
ス
・
:午
後
1

畤
匐
分
免
、ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
(
杓
2

時
間
)

定
員
u
㈲
人
(
抽
選
)
申
込
―
往
復

ハ
ガ
キ
に
代
表
者
氏
名
、住
所
電

銛
冊
り
、希
望
コ
ー
ス
、乗
船
希
望

人
数
(
触
大
5
名
ま
で
小
学
生
以

ド
は
保
護
者
川
伴
)
、乗
船
希
望
者
名
　

(
全
)
を
明
記
期
限
=
9
月
2
5

日
必
着
申
・
問
先
=
K
民
ま
つ
り

委
員
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
s
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7

-
-
e
(
3
8
8
0
)
5
8
6
5

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
▽
1
0
月
り
一
日
出
、乍
前
H
時
～

午
後
3
時
▽
1
0
月
1
3
日
回
、午

前
1
0
時
～
午
後
3
畤
※
雨
天
中

i
場
所
=
荒
川
河
川
敷
「虹
の
広

場
」対
象
=
K
内
在
住
の
方
(
1
8
歳

以
下
の
方
や
出
店
物
品
の
販
売
を
事

業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方
は
不

可
)
区
面
=
各
日
圓
K
両
(
抽
選
)
、

1
世
帯
に
つ
き
1
区
画
1
日
の
み
　

(
3
m
x
3
m
程
度
)
※
飲
食
物
、

薬
品
、ペ
ッ
ト
、品
質
保
証
の
で
き

な
い
も
の
な
ど
は
飯
売
で
き
ま
せ

ん
出
店
料
=
協
賛
金
と
し
て
沺

円
申
込
―
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
壽

吁
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
蕎

リ
t
な
出
品
物
、出
店
希
望
日
、

「
あ
だ
ち
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
係
」
と
明
記
(
応
募
は
1
声
帯
に

つ
き
1
枚
ま
で
)

期
限
=
9

月
s
H

消
印
有
効

申
・
問
先
=
あ
だ
ち

内
生
館
(
月
曜
休
館
匸
T
闥
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
1
9
-
I

`
-
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

雑

居
ビ
ル
に
関

す
る

足
立
区
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
が
発
足

1
3年
9
月
I
H
に
新
宿
歌
舞
伎
町

で
発
生
し
た
雑
居
ピ
ル
火
災
を
契
機

と
し
て
、
雑
居
ビ
ル
の
防
火
安
全
対

策
に
は
、
「
建
築
基
準
法
」
、
「
食

品
衛
生
法
」、
「
消
防
法
」
、
『風
俗

鷺
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
』
を
軸
行
す
る
関

係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
都
の
安
全
対
策
連
絡
協

議
会
設
置
に
続
き
、
K
に
お
い
て
も
K

内
4
警
察
署
、
3
消
防
署
お
よ
び
K

の
関
係
郎
・
所
が
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
5
月
2
9日
に
標
記
協
叢
会
を

兄
足
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
関
係
部
署
相
互
の
情
報

交
換
や
連
絡
調
整
に
よ
り
、
雑
居
ビ

ル
の

。刎
の
防
火
安
全
対
策
を
図
り

ま
す
。
建
物
の
所
有
者
お
よ
び
営
業

者
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
筒
先
=
足
立
区
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
事
務
局
(
市
街
地
指
導
係

内
)

`
″
(
3
8
8
0
)
5
9
4
4

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちし ています。　間先= 広報係03880- 5815

小・中学生のいじめ相談
月略日～金曜日( 観日を除く) 、午鋺9畴～午後4畴l ) 分　

贄　3880 ―5577< 教育委員会教膏指導・ 内)

む
し
歯
に

な

ん

か

な
ら
な
い
ぞ
!

8
月
2
1日
、
竹
の
傑
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
。

「
歯
と
凵
の
観
察
図
艦
を
つ
く
ろ
う
!
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
親
子
づ
れ
約
4
0人
が
参
加
し
、
顕
微

鏡
で
口
の
中
の
緇
薗
を
拡
大
し
て
モ
ニ
タ
ー
で
見

た
り
、
爾
型
を
取
っ
た
り
、
正
し
い
歯
み
が
き
の

仕
方
な
ど
を
救
わ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
か
ら
は
「
凵
の
中
の
細
菌
を
見

て
び
っ
く
り
。
歯
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
以
E
に
き
ち
ん
と
爾
み
が
き
を

し
ま
す
」
と
笑
顔
で
銛
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 「お 母さん、

わたし の歯ど うかな」

▲ 染め出し液を
使って歯の汚れ
をチェック

い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
!

こ
ど
も
あ
き
な
い

体
験
塾

8
月
2
3
日
～
2
5
凵
、
こ
ど
も
あ

き
な
い
体
験
塾
が
行
わ
れ
ま
し

た
。小

学
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
1
3人
が
青
服
'店
な
ど
の
店
頭
に

立
ち
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
接
客

を
経
験
。
ど
の
f
も
始
め
は
声
が

出
な
か
っ
た
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
も
、
だ
ん
だ
ん
大
き
な
声
で

拷
え
る
よ
う
に
な
り
、最
後
は
「
買

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
売
り
込
み
ま

し
た
。『
い
つ
か
、
こ
う
い
う
お
店

を
や
っ
て
み
た
い
』
と
将
来
の
夢

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
'
r、
実
体
験

か
ら
こ
う
い
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

卜
「
千
葉
産
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
、
い
か
が

で
す
か
～
」

▲ 「いらっしゃいませ～、安いよ! 」

つくばエクスプレ ス

夏休み親 子見学会

8
月
加
口
脚
、
建
般
中
の
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
弯
井
駅
(
仮
称
)
で
「
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
夏
休
み
親
f
見
学
会
」
が
開
催
さ

れ
。
4
0組
圀
人
の
親
r
が
夢
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、途
中
、

路
線
の
説
明
や
E
嘔
力
法
、
裂
在
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
の
話
も
聞
き
な
が
ら
、
地
ド
ー

附
の
自
転
車
駐
輸
場
か
ら
地
ド
2
階
の
コ
ン

コ
ー
ス
、
地
F
3
階
の
ホ
ー
ム
ま
で
見
学
。

'
rど
も
た
ち
は
、
鉄
道
建
設
の
様
r
も
よ

く
わ
か
り
、
羮
休
み
の
宿
題
に
役
之
ち
そ
う

だ
と
楽
し
め
た
様
T
で
し
た
。

▲ 職員の説明に熱心に聞き入る参加 者たち

古紙配合率75% 再生紙を使 用し ていま す M. F285. 400


